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Utricularia gibba
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中山間地のため池の水面に緻密な葉群を形成
し、マット状に覆いつくす。沈水・浮葉・浮遊植物
への影響が大きい。

R7-2

イネ キシュウスズメノ
ヒエ

Paspalum distichum
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ため池や湿田の水際部に優占群落を形成し、湿
生植物や抽水植物への影響が大きい。一方で、
水生昆虫の棲みかになっている場合があるた
め、駆除するときは慎重に行う必要がある。

（維管束植物）－影響は甚大であるが、駆除が困難なことから、やむを得ず対策の優先順位を低く設定したもの（優占群落を形成するなど生態系への悪影響は多大であ
るが、駆除にかかる労力が膨大であるため、対策の優先順位を下げ、Ｙとする種）
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